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道志中学校道志中学校 
（第（第1616号）号） 
道志中学校 
（第16号） 

第
五
十
八
回

卒
業
証
書
授
与
式

三
月
十
日
、
道
志
中
学
校
で
は
第
五
十
八
回
の

卒
業
証
書
授
与
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
の
告
辞
の
後
、
村
長
さ
ん
、
議
長

さ
ん
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
さ
ん
か
ら
励
ま
し
の
言
葉
を

い
た
だ
き
、
二
十
七
名
の
卒
業
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の

夢
を
抱
き
新
し
い
目
標
に
向
か
っ
て
巣
立
ち
ま
し

た
。

三
年
生
に
贈
る
会

卒
業
を
間
近
に
控
え
た
三
月
八
日
、
三
年
生
に

贈
る
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
一
年
間
、
よ

き
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
学
校
生
活
全
般
に
わ
た
り
名

実
共
に
支
え
と
な
っ
た
三
年
生
に
対
し
て
、
感
謝

の
気
持
ち
を
表
す
た
め
休
日
を
返
上
し
て
準
備
す

る
一
・
二
年
生
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
飾
り
付
け
の
中
、

卒
業
生
を
迎
え
ま
し
た
。
劇
と
ス
ラ
イ
ド
で
三
年

間
の
想
い
出
を
た
ど
り
、
群
読
や
合
唱
な
ど
凝
っ

た
演
出
が
光
り
ま
し
た
。
部
活
動
の
後
輩
か
ら
の

思
い
出
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
盛
り
込
ま
れ
、
笑
い
と

感
動
の
ひ
と
と
き
で
し
た
。

新
執
行
部
の
企
画
立
案
の
も
と
、
実
施
さ
れ
る

初
め
て
の
行
事
で
し
た
が
、
一
所
懸
命
取
り
組
ん

だ
成
果
が
あ
ら
わ
れ
、
心
に
残
る
会
で
し
た
。

卒
業
生
を
見
習
い
、
よ
い
伝
統
が
引
き
継
が
れ

る
で
あ
ろ
う
と
確
信
で
き
る
行
事
で
し
た
。

二
十
七
名
の
進
路
決
ま
る

本
校
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
に
応
じ
て
、
計

画
的
に
進
路
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
夢

や
職
業
観
に
向
か
い
、
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て

系
統
的
に
考
え
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

「
進
路
情
報
」
に
よ
る
情
報
提
供
・
各
高
校
で

実
施
し
て
い
る
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
や
体
験
入
学

及
び
説
明
会
へ
の
参
加
・
高
校
の
先
生
方
を
招
い

て
の
「
進
路
説
明
会
」
・
各
高
校
の
先
輩
方
を
招

い
て
の
「
高
校
生
に
よ
る
進
路
説
明
会
」
・
二
者

懇
談
や
三
者
懇
談
に
よ
る
進
路
相
談
の
実
施
な
ど
、

数
々
の
進
路
指
導
を
心
が
け
て
き
ま
し
た
。

本
年
度
の
三
年
生
は
、
学
習
意
欲
が
高
く
、
真

面
目
に
取
り
組
む
学
年
で
、
夏
季
休
業
中
や
早
朝
、

放
課
後
の
時
間
を
利
用
し
、
一
所
懸
命
に
学
習
し

て
き
ま
し
た
。

二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
の
受
験
。
そ
し
て
発

表
と
緊
張
の
連
続
で
あ
り
ま
し
た
が
、
一
人
一
人

の
努
力
が
実
り
、
全
員
が
希
望
す
る
高
校
に
入
学

す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

次
表
は
、
本
年
度
の
進
路
情
況
で
す
。

福
祉
講
話
集
会

今
年
の
福
祉
講
話
集
会
は
、「
山
梨
県
立
視
聴
覚

障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
」
に
お
勤
め
で
甲
府
市
在

住
の
小
澤
恵
美
さ
ん
と
都
留
市
在
住
の
手
話
通
訳

者
の
天
野
詠
美
さ
ん
を
お
招
き
し
て
講
演
を
聞
き

ま
し
た
。

小
澤
さ
ん
は
生
ま
れ
た
時
か
ら
耳
が
聞
こ
え
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。
三
歳
で
県
立
盲
学
校
に
入
り
、

高
等
部
を
卒
業
す
る
ま
で
そ
こ
で
学
ん
だ
そ
う
で
す
。

耳
の
不
自
由
な
人
が
、
普
段
ど
ん
な
工
夫
を
し

な
が
ら
生
活
し
て

い
る
の
か
を
実
際

の
道
具
等
を
見
せ

な
が
ら
わ
か
り
や

す
く
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
ハ

ン
デ
ィ
を
持
ち
な

が
ら
も
明
る
く
接

し
て
く
れ
る
小
澤

さ
ん
の
生
き
方
か

ら
、
生
徒
達
は
い

ろ
い
ろ
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

明
り
取
り
窓
の
改
修

校
舎
西
階
段
の
明
か
り
取
り
窓
は
、
ガ
ラ
ス
ブ

ロ
ッ
ク
を
使
っ
た
お
洒
落
な
も
の
で
し
た
。
し
か

し
、
ガ
ラ
ス
の
重
み
で
底
部
に
は
何
ヵ
所
も
ひ
び

が
入
り
、
つ
い
に
は
、
は
げ
た
ガ
ラ
ス
が
廊
下
に

落
ち
て
危
険
な
状
況
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

村
長
さ
ん
を
始
め
、
建
設
課
や
教
育
委
員
会
の

ご
尽
力
に
よ
り
、
早
速
に
改
修
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
、
東
階
段
と
同
じ
作
り
の
ア
ル
ミ
サ
ッ

シ
が
取
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
階
段
は
避
難
経
路
に
も
な
っ
て
い
た
の
で
、

安
全
面
で
心
配
さ
れ
て
い
た
だ
け
に
、
無
事
に
改

修
が
す
み
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
村
当
局
、
教
育

委
員
会
の
取
り
組
み
の
早
さ
と
生
徒
の
た
め
に
と

厳
し
い
財
政
の
中
で
も
即
断
し
て
い
た
だ
い
た
姿

勢
に
、
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

高　校　名　　 人数

桂高等学校 8

谷村工業高等学校 5

都留高等学校 2

富士河口湖高等学校 3

吉田高等学校 8

やまびこ養護学校高等部 1



平成17年４月１日（８）

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
障
害
基
礎
年
金
等
を
受

給
権
を
有
し
て
い
な
い
障
害
者
の
方
に
対

し
て
、
国
民
年
金
制
度
の
発
展
過
程
に
お

い
て
生
じ
た
特
別
な
事
情
に
か
ん
が
み
、

福
祉
的
措
置
と
し
て
「
特
別
障
害
給
付
金

制
度
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

一.

支
給
の
対
象
と
な
る
方

（1）
昭
和
六
十
一
年
三
月
以
前
に
国
民
年
金

任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た
被
用
者
年
金

制
度
等
に
加
入
ま
た
は
受
給
等
し
て
い

た
方
の
配
偶
者

（2）
平
成
三
年
三
月
以
前
に
国
民
年
金
任
意

加
入
対
象
で
あ
っ
た
学
生
で
あ
っ
て
、

当
時
、
任
意
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
期

間
内
に
障
害
の
原
因
と
な
っ
た
傷
病
の

初
診
日
が
あ
り
、
現
在
、
障
害
基
礎
年

金
の
一
級
、
二
級
相
当
の
障
害
の
状
態

に
あ
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
障
害
基
礎
年
金
や
障
害
厚
生

年
金
、
障
害
共
済
年
金
な
ど
を
受
給
す

る
こ
と
が
で
き
る
方
は
対
象
と
は
な
り

ま
せ
ん
。

二.

ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
こ
と

請
求
書
の
受
付
は
、
平
成
十
七
年
四
月

一
日
か
ら
住
所
地
の
市
区
役
所
・
町
村
役

場
で
受
付
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
こ
の
給

付
金
の
支
給
は
、
請
求
書
を
受
付
し
た
月

の
翌
月
か
ら
と
な
り
ま
す
の
で
、
給
付
金

を
請
求
す
る
方
は
、
平
成
十
七
年
四
月
中

に
請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
五

月
に
ご
請
求
い
た
だ
い
た
場
合
は
六
月
分

か
ら
の
支
給
と
な
る
た
め
で
す
。）

こ
の
た
め
、
必
要
な
書
類
等
が
全
て
揃

わ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
請
求
書
の
受

付
を
行
い
ま
す
。
ま
ず
は
な
る
べ
く
早
く

受
付
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
（
不
足
し
て

い
る
必
要
書
類
等
に
つ
い
て
は
、
後
日
提

出
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。）

三.

支
給
額
（
平
成
十
七
年
度
）

障
害
基
礎
年
金
１
級
に
該
当
す
る
方

月
額
五
万
円
（
二
級
の
一.

二
五
倍
）

障
害
基
礎
年
金
二
級
に
該
当
す
る
方

月
額
四
万
円

●
ご
本
人
の
所
得
が
一
定
の
額
以
上
で
あ

る
と
き
は
、
支
給
が
全
額
ま
た
は
半
額
に

制
限
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
老
齢
年
金
、
遺
族
年
金
、
労
災
補
償
等

を
受
給
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
受

給
額
分
を
差
し
引
い
た
額
を
支
給
い
た
し

ま
す
。
（
そ
の
受
給
額
が
特
別
障
害
給
付

金
の
額
を
上
回
る
場
合
は
、
特
別
障
害
給

付
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。）

●
経
過
的
福
祉
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
が
特
別
障
害
給
付
金
の
支
給
を
受
け
た

場
合
は
、
経
過
的
福
祉
手
当
の
支
給
は
停

止
と
な
り
ま
す
。

特
別
障
害
給
付
金
制
度
が

始
ま
り
ま
す

日　　時 平成17年５月22日 (日） 午前10時～午後３時

（午前８時30分～午後３時まで駐屯地を開放しております。）

場　　所 陸上自衛隊北富士駐屯地（南都留郡忍野村忍草3093）

行事内容 記念式典、観閲行進、訓練展示（礼砲、ファンシードリル）、装備品展示、

試乗（ジープなど）、音楽演奏、野外売店等

（雨天時の場合には、一部行事内容を変更することがあります。）

お問い合わせ先 北富士駐屯地広報室

TEL 0555－84－3135
（内線205・206）

陸上自衛隊北富士駐屯地創立45周年記念行事

「トリビアの泉」で紹介された日本唯一の

礼砲部隊が所在する駐屯地です



私たち山梨県青年司法書士協議会では、昨年９月から、多重債務者（借金を抱えて困って

いる方）に対する相談会を県内各地で開催しております。郡内地区では、平成16年９月、

10月、平成17年２月に相談会を開催し、それぞれ10～15人程度の相談者の方にお越しい

ただき、一緒に問題を解決してきました。相談会場で、解決する問題も多く、相談者の方の

ほっとした顔を見るたび、私たちももっと多くの悩んでいる方々の相談にのっていきたいと

思いながら活動をしています。

（９）

里道・水路 (旧法定外公共物) の管理者が変わります

道路・水路としての
機能を失ったもの

財務省（財務局・財務事務所・出張所）

の管理となります。

法定外公共物とは、道路法、河川法等の適用又は

準用を受けない公共物をいい、代表的なものとして

「里道」「水路」があります。これら法定外公共物の

うち機能を喪失しているもにについては、平成17

年４月１日以降各財務局に引き継がれることになり

ました。

道路・水路の機能を有している

法定外公共物は、道志村の管理

となります

境界確定や売払申請等は、直接財務局

で行うことになります。

なお、公図・現況等では財産管理者が明

確でないため、まず道志村で確認します。

山梨県青年司法書士協議会

照　会　先

関東財務局甲府財務事務所　管財課

TEL 055 (253) 2261

平成17年4月1日から

借金問題で困っている方のための無料法律相談会（要予約）

日　時：平成17年５月15日（日） 午後１時から４時まで

場　所：ぴゅあ富士（旧富士女性センター）

予約・問い合わせ先：山梨県司法書士会　　TEL 055 (253) 6900

主　催：山梨県青年司法書士協議会



平成17年４月１日（10）

オウム特別手配被疑者の発見にご協力を！

菊
きく

地
ち

直
なお

子
こ

身長159cm位　昭和46年生まれ
高橋
たかはし

克
かつ

也
や

身長173cm位　昭和33年生まれ
平
ひら

田
た

信
まこと

身長183cm位　昭和40年生まれ

犯罪史上例をみない無差別テロ事件として、

世界を震撼させた地下鉄サリン事件から、この

３月で丸10年になります。

サリン事件などのオウム真理教関連事件を引

き起こした「平田信」「高橋克也」「菊地直子」

の３人は依然、逃走を続けています。

これらの者は偽名を使うなどして、皆様の近

くのマンション・アパート等に潜んでいるかも

しれません。

どんな小さな情報でも結構です。最寄りの交

番・駐在所または都留警察署・オウムフリーダ

イヤルまでご連絡ください。

オウムフリーダイヤル　　TEL  0120‐006024
都　留　警　察　署　　TEL 0554 -45 -0110

〜
春
季
特
別
展
「
魚
と
色
の
ふ
し
ぎ
」〜

熱
帯
魚
と
呼
ば
れ
、
親
し
ま
れ
て
い
る

カ
ラ
フ
ル
な
魚
た
ち
。
で
も
美
し
い
熱
帯

魚
の
色
や
模
様
も
、
た
だ
着
飾
る
た
め
に

あ
る
の
で
は
な
く
、
敵
を
あ
ざ
む
く
、
異

性
に
ア
ピ
ー
ル
を
す
る
、
同
種
の
仲
間
を

見
分
け
る
な
ど
と
い
っ
た
自
然
を
生
き
ぬ

く
さ
ま
ざ
ま
な
知
恵
が
秘
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
色
を
し
た
魚
た
ち
を
展

示
し
、
魚
の
色
に
ま
つ
わ
る
話
を
紹
介
し

ま
す
。

期
　
間

四
月
二
十
七
日
（水）
〜

六
月
二
十
七
日
（月）

午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
五
時

休
館
日

毎
週
火
曜
日
（
五
月
三
日
（火）
を

除
く
）
及
び
五
月
六
日
（金）

場
　
所

県
立
富
士
湧
水
の
里
水
族
館

（
忍
野
村
）

入
館
料

大
　
　
人
　
四
〇
〇
円

小
中
学
生
　
二
〇
〇
円

（
小
中
高
生
は
土
曜
日
無
料
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

県
立
富
士
湧
水
の
里
水
族
館

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
五
五
五
‐
二
〇
‐
五
一
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
五
五
五
‐
二
〇
‐
五
一
四
〇

富
士
湧
水
の
里
水
族
館

イ
ベ
ン
ト
情
報

春
を
迎
え
、
病
害
虫
の
防
除
や
受
粉
作

業
な
ど
、
農
業
機
械
を
使
用
す
る
機
会
が

増
加
し
ま
す
。
農
作
業
の
際
に
は
次
の
点

に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

●
作
業
時
は
キ
チ
ン
と
し
た
服
装
を
す
る
。

●
ほ
場
の
出
入
り
、
あ
ぜ
越
え
に
注
意
す

る
。

●
移
動
走
行
時
に
は
人
や
車
に
注
意
す
る
。

●
点
検
・
整
備
は
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
す
る
。

●
取
扱
説
明
書
・
安
全
ラ
ベ
ル
を
理
解
す

る
。

●
棚
・
支
柱
・
針
金
等
は
目
印
な
ど
で
目

立
た
せ
る
。

●
で
き
る
限
り
１
人
で
作
業
し
な
い
。

ち
ょ
っ
と
の
油
断
が
、
重
大
な
事
故
を

起
し
ま
す
。
あ
せ
ら
ず
、
急
が
ず
、
無
理

を
し
な
い
で
安
全
作
業
に
努
め
て
く
だ
さ

い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

県
農
業
技
術
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
五
‐
二
二
三
‐
一
六
一
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
五
‐
二
二
三
‐
一
六
二
二

農
作
業
の
安
全
に
つ
い
て
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20歳以上26歳未満の者

（22歳未満の者は大卒（見込含））

幹部候補生

一
般
・
技
術

歯
科
・
薬
剤

一
　
般

技
　
能

専門の大卒（見込含）20歳以上30歳

未満（薬剤は26歳未満の者（薬学修士

学位取得者は28歳未満）

18歳以上34歳未満の者

18歳以上
保有する技能に応じ53～55歳未満
の者

入隊後約1年で3等陸・海・
空尉
大学院修士学位取得者は２等
陸・海・空尉

免許取得後
歯科は2等陸・海・空尉
薬剤科は入隊後約1年で３等
陸・海・空尉

３年間で50日間訓練参加後

予備自衛官として任用

２年間で10日間訓練参加後

予備自衛官として任用

H17年

4月上旬～

5月上旬

第1回
H17年1月11日

～
H17年4月８日

第2回
H17年7月19日

～
H17年10月14日

H17年5月下旬

第1回
H17年4月中旬

第2回
H17年10月下旬

※第1回で採用予定者
に達した場合は、第
2回は実施しない。

願書受付期間 1 次 試 験 概 　 　 　 要区 　 　 分
募集種目 　 資　格 　 　

自衛隊山梨地方連絡部　大月募集事務所 大月市御太刀 2 - 8 - 1 0 ☎0554（22）1298

自衛隊山梨地方連絡部　甲府募集案内所 甲府市寿町3-16 ☎055（228）6427

自衛隊山梨地方連絡部　三 珠 分 駐 所　西八代郡三珠町上野613 ☎055（272）0884

自衛隊山梨地方連絡部　本　　　　　部 甲府市北新 1丁目 7 - 9 ☎055（253）1591 (代)

平成17年度 自衛官等募集案内について

予備自衛官補生

応募希望者は下記までお問い合わせください

警察官Ａ（男性・女性）

平成17年3月28日(月) から平成17年4月27日(水） 平成17年7月20日(水)から平成17年8月19日(金)まで

平成17年5月22日(日) 平成17年9月18日(日)

警察官B（男性・女性）

昭和50年4月2日以降の

生まれで、大学（短期大

学を除く）を卒業した方

又は平成17年9月までに

卒業見込みの方

昭和50年4月2日から昭

和63年4月1日までの生

まれで、Ａ区分以外の方

昭和50年4月2日以降の生ま
れで、大学（短期大学を除く）
を卒業した方又は平成18年3
月までに卒業見込みの方

※このほか武道指導は、全国
的な競技会の出場経験又は
三段以上等の資格が必要

昭和50年4月2日から昭

和63年4月1日までの生

まれで、Ａ区分以外の方

第１回目（平成17年10月1日採用） 第２回目（平成18年４月1日採用）

山梨県警察官募集のお知らせ

試験職種

受付期間

第一次試験

受験資格

警察官Ａ(男性・武道指導・女性） 警察官B（男性・女性）

山梨県警察では、平成17年度山梨県警察官採用試験を実施します。
採用日程、受験資格等は次のとおりです。

〈試験に関する問い合わせ、申込用紙請求先〉

●山梨県警察本部警務課人事担当 …………☎055-235-2121 (代）（内線　2632・2633・2634）
…………0120-314874 （採用専用フリーダイヤル）

●山梨県人事委員会 …………………………☎055-223-1821

●お近くの警察署・交番・駐在所

●県警ホームページ …………………………http://www.pref.yamanashi . jp/pol ice



平成17年４月１日（12）
みなさんの身近な話題・ニュースをお寄せ下さい。
企画財政課広聴広報係 ☎52－2112 (直通）

印刷：㈲ 印刷エトリ

道 志 の 湯

水 源 の 森

ギャラリー水源の森

屋 内 プ ー ル

道 の 駅 ど う し

計

3,826

611

27

25 ,326

29 ,790

2月の公共施設等の利用状況
（単位：人）

佐藤　長光さん（野原）

大正９年５月２日生

4月 の 納 税

平成17年４月１日

第292号

発　行道 志 村 役 場
〒４０２-０２０９
山梨県南都留郡道志村６１８１-１
TEL 0554-52-2111㈹ FAX 52-2572
ホームページアドレス
http://www.vill.doshi.yamanashi.jp/

軽 自 動 車 税（第１期）

固 定 資 産 税（第１期）

わが家の
アイドル

おじいちゃんおばあちゃん

慶

弔

4 月 主 な 行 事
19日　中学校修学旅行 (19～20日）

〃 育児教室

20日　リハビリ

21日　高齢者ふれあい集会 (福祉センター午前10時）

23日　資源ゴミ収集

〃 道志渓谷山菜祭 (道の駅）

25日　農業委員会 (役場午後3時）

26日　定例教育委員会 (役場午後3時）

〃 育児教室

28日　乳幼児健診 (午後1時30分）

29日　緑化まつり

5 月 主 な 行 事
8日　基本検診、ガン検診 (道志中） 19日　小学校修学旅行 (19～20日）

人口 2,120人　男 1,048人　女 1,072人　世帯数 605（H17. 3. 1現在）

月
　
夜
　
野
　
　
　
　
湯
川
　
博
之

神

奈

川

県
　
　
　
　
霧
生
　
敦
子

末
永
く
、
お
幸
せ
に(

結
婚)

（お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す(

死
亡)

月

夜

野

佐
藤
　
軍
人
　
　
　
83
歳

板

　

橋

喜
多
　
正
輝
　
　
　
73
歳

井上このかちゃん（上中山）

平成15年２月22日生

父 隆さん　母 めぐみさん

ク
ン
シ
ラ
ン

板
橋
　
　
長
田
　
和
代
さ
ん

愛宕山こどもの国で楽しい思い出をお持ち帰りください。

日　時 ５月５日(木） 午前10時～午後3時
(雨天の場合：５月８日(日））

場　所 県立愛宕山こどもの国

内　容 太鼓、鼓笛隊などの野外演奏、工作コーナー、遊びコーナー、

交流広場などを予定しています。

その他 当日愛宕山スカイライン車両規制（規制時間：午前８時30分～午後4時）

※甲府駅北口県駐車場からシャトルバス運行
（運行時間：午前９時～午後５時、料金：大人200円、子ども100円）

◆問い合わせ先 県立愛宕山こどもの国

☎055-253-5933 FAX055-253-5974

第34回 こども祭り


